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栄
エ
リ
ア・

名
古
屋
テ
レ
ビ
塔

揺れるあいち、
揺さぶるアート
「あいちトリエンナーレ2013」が開幕した。2010年にスタートした3年に一度の日本最大級の
国際芸術祭だ。今回のテーマは、「揺れる大地─われわれはどこに立っているのか：場所、記憶、
そして復活」。東日本大震災を含め、世界各地で社会変動が起きているなか、アーティストもそ
れぞれの世界観と向き合ってきた。そしていま、名古屋そして岡崎の会場で、建築的視点も取り
入れた国内外の先端的な76組の現代美術、パフォーミングアーツ、オペラが妍を競う。アート
が揺れ、アートが揺さぶる、あいちの祭典を紹介する。［会期：8月10日（土）～10月27日（日）］

オノ・ヨーコ
前衛芸術家、音楽家、平和運動家。
あいちトリエンナーレ2013では《生き
る喜び》のほか、《光の家の部分》
《マイ・マミー・イズ・ビューティフル》
《スカイTV》《ウィッシュ・ツリー》の全
5作品を出展。

企画制作│新潮社　デザイン│大野リサ

オノ・ヨーコ《生きる喜び》ネオンサイン 2013年
祈りを込めたメッセージをまちなかに展開。誰もが自分
自身の愛や願いを表現できる。名古屋テレビ塔のほ
か、明治安田生命ビル屋上電光掲示板、大名古屋
ビルヂング、名鉄東岡崎駅前（北口掲示板）などで。
撮影＝筒口直弘［本誌］
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栄
エ
リ
ア・愛
知
芸
術

文
化
セ
ン
タ
ー

（左）ヤノベケンジ《サン・チャイルド》2011年
（上）ヤノベケンジ《太陽の結婚式》のための
ドローイング　2013年　ともに©YANOBE Kenji

（下）参考作品画像　ソ・ミンジョン《ある時点
の総体》2010年
Courtesy of the artist
（下右）名古屋市市政資料館の留置場をモチー
フにした新作を準備中のソ・ミンジョン。
撮影＝筒口直弘［本誌］

　

あ
い
ち
ト
リ
エ
ン
ナ
ー
レ
の
中
心
地
は
、
名

古
屋
随
一
の
繁
華
街
・
栄
エ
リ
ア
。
名
古
屋
テ

レ
ビ
塔
、
オ
ア
シ
ス
21
、
愛
知
芸
術
文
化
セ
ン

タ
ー
の
3
会
場
を
擁
す
る
最
大
の
エ
リ
ア
だ
。

　

愛
知
芸
術
文
化
セ
ン
タ
ー
で
は
、
ヤ
ノ
ベ
ケ

ン
ジ
の
希
望
の
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト《
サ
ン
・
チ
ャ

イ
ル
ド
》が
来
場
者
を
出
迎
え
る
。
ヤ
ノ
ベ
は

同
セ
ン
タ
ー
10
階
に
も
、
新
作
の
子
ど
も
の
胸

像
や
、
ビ
ー
ト
た
け
し
原
画
の
ス
テ
ン
ド
グ
ラ

ス
や
マ
テ
ィ
ス
の
原
画
を
展
示
す
る
《
太
陽
の

礼
拝
堂
》
な
ど
を
設
置
し
、
一
般
募
集
で
選
ば

れ
た
カ
ッ
プ
ル
が
実
際
に
そ
こ
で
挙
式
を
す
る

新
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
《
太
陽
の
結
婚
式
》
を
展
開
。

〝
愛
を
知
る
〞
愛
知
な
ら
で
は
の
作
品
と
し
て

注
目
を
集
め
て
い
る
。

　

同
セ
ン
タ
ー
内
を
進
む
と
、
床
や
壁
、
天
井

に
ま
で
黄
色
と
赤
色
の
テ
ー
プ
が
貼
ら
れ
て
い

る
の
に
気
が
付
く
。
実
は
こ
れ
は
《
福
島
第
一

さ
か
え
原
発
》
と
い
う
作
品
。
福
島
の
原
子
炉

建
屋
の
原
寸
大
（
1
／
1
ス
ケ
ー
ル
）
の
図
面
を

示
し
た
も
の
で
、
こ
こ
に
原
発
を
「
転
送
」
す

る
と
い
う
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
。
ち
ょ
う
ど
愛
知
芸

術
文
化
セ
ン
タ
ー
に
す
っ
ぽ
り
収
ま
る
原
発
の

大
き
さ
を
身
体
で
感
じ
て
も
ら
お
う
と
い
う
宮

本
佳
明
の
作
品
だ
。

　

以
下
に
、
愛
知
芸
術
文
化
セ
ン
タ
ー
の
ア
ー

テ
ィ
ス
ト
と
作
品
を
い
く
つ
か
紹
介
す
る
。

　

実
在
の
建
物
が
記
憶
す
る
「
時
間
」
を
1
／

1
ス
ケ
ー
ル
の
発
泡
ス
チ
ロ
ー
ル
で
精
密
に
再

現
し
、
そ
の
「
爆
発
」
の
瞬
間
を
展
示
す
る

《
あ
る
時
点
の
総
体
》
シ
リ
ー
ズ
に
取
り
組
ん

で
い
る
ソ
・
ミ
ン
ジ
ョ
ン
は
、「
芸
術
祭
の
テ

ー
マ
と
私
自
身
の
テ
ー
マ
が
並
行
し
て
い
て
驚

い
た
」
と
い
う
。
今
回
は
、
名
古
屋
市
市
政
資

料
館
の
留
置
場
を
モ
チ
ー
フ
に
し
て
い
る
が
、

「
留
置
場
や
独
房
で
あ
る
こ
と
の
歴
史
や
政
治

性
の
問
題
で
は
な
く
て
、
そ
の
場
所
の
持
っ
て

い
る
時
間
性
が
大
切
」
な
の
だ
と
い
う
。「
そ

の
場
所
の
持
っ
て
い
る
長
い
時
間
を
精
密
に
再

現
し
た
う
え
で
、
あ
え
て
そ
れ
を
壊
す
。
そ
の

爆
発
の
瞬
間
を
見
せ
る
こ
と
で
、
独
房
の
持
っ

て
い
る
長
い
時
間
と
爆
発
の
刹
那
と
い
う
対
立

す
る
二
つ
の
時
間
の
境
界
線
を
曖
昧
に
し
、
時

間
を
開
く
の
で
す
」。

　

パ
ラ
フ
ィ
ン
ワ
ッ
ク
ス
（
蝋
）
で
制
作
し
た

3
階
建
て
の
建
物
を
観
客
に
体
験
さ
せ
る
の
は

平
田
五
郎
だ
。「
狭
い
空
間
は
、
人
に
と
っ
て

の
最
小
限
の
部
屋
で
自
分
の
体
や
心
を
象
徴
さ

せ
た
も
の
。
ボ
デ
ィ
サ
イ
ズ
の
部
屋
を
通
過
す

る
こ
と
で
、
自
分
の
心
の
中
に
入
っ
て
い
く
よ

う
な
体
験
を
し
て
も
ら
い
ま
す
。
ワ
ッ
ク
ス
の

壁
は
光
を
透
過
す
る
の
で
、
狭
い
の
に
閉
鎖
的

で
は
な
く
、
逆
に
空
間
が
広
が
っ
て
い
く
よ
う

に
感
じ
ら
れ
る
。
ま
る
で
光
の
霧
の
中
に
い
る

よ
う
な
感
覚
を
味
わ
っ
て
も
ら
え
た
ら
と
思
い

ま
す
ね
」
と
い
う
。
境
界
の
曖
昧
さ
を
そ
れ
ぞ

れ
が
身
を
も
っ
て
味
わ
う
作
品
だ
。

「
浮
遊
す
る
都
市
（
フ
ロ
ー
テ
ィ
ン
グ
・
シ
テ
ィ
）」

を
体
験
さ
せ
る
イ
ン
ス
タ
レ
ー
シ
ョ
ン
は
ハ

ン
・
フ
ェ
ン
の
作
品
。
写
真
を
印
刷
し
た
ト
レ

ー
シ
ン
グ
ペ
ー
パ
ー
で
作
ら
れ
た
2
6
0
0
個

も
の
ビ
ル
を
天
井
か
ら
吊
し
、
部
屋
の
通
路
を

観
客
が
歩
く
と
そ
の
動
き
に
合
わ
せ
て
街
全
体

が
揺
れ
動
く
。「
今
回
は
フ
ロ
ー
テ
ィ
ン
グ
・

シ
テ
ィ
の
シ
リ
ー
ズ
2
回
目
。
図
ら
ず
も
芸
術

祭
の
テ
ー
マ
と
私
の
考
え
と
が
一
致
し
た
と
い

え
ま
す
。
私
は
、
住
ん
で
い
る
上
海
の
街
を
歩

き
な
が
ら
写
真
を
撮
っ
て
街
を
記
録
し
て
い
ま

す
。
だ
か
ら
、
本
物
の
都
市
を
通
し
て
い
る
が
、

フ
ロ
ー
テ
ィ
ン
グ
・
シ
テ
ィ
は
私
の
心
の
中
の

都
市
で
も
あ
る
し
、
見
る
人
が
自
分
の
街
で
あ

る
と
感
じ
て
も
い
い
。
ま
た
こ
の
街
は
人
が
そ

こ
を
通
る
こ
と
で
揺
れ
、
人
も
街
の
、
つ
ま
り

は
作
品
の
一
部
に
見
え
て
く
る
の
で
す
」。

（上）《Floating City》を制作中の
ハン・フェン。
撮影＝筒口直弘［本誌］

（左上）平田五郎《Mind Space – 
積み木の家》2000年　福岡市美
術館での展示風景。
（左下）パラフィンワックスを使った
新作に取り組む平田五郎。
撮影＝筒口直弘［本誌］

（
右
）制
作
中
の
参
考
画
像
。

宮
本
佳
明
《
福
島
第
一
さ
か
え
原
発
》

2
0
1
3
年　

撮
影
＝
筒
口
直
弘﹇
本
誌
﹈

（
右
下
）愛
知
芸
術
文
化
セ
ン
タ
ー
に
原
寸
大
の

原
子
炉
建
屋
が
転
送
さ
れ
る
イ
メ
ー
ジ
図
。
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（上）《太陽のうた》をスタジオで制作中のマーロン・グリフィス。旧
MARUSOU1階のスタジオにはマスクと衣装が展示されている。
（下右）等間隔で並ぶ看板がユニークな長者町繊維街。戦後は日
本三大繊維街の一つとして栄えた。
（下左）リゴ23《Looking at 2013 From 1952 Nagoya》2013
年　旧玉屋ビル外壁　撮影＝筒口直弘［本誌］

　

あ
い
ち
ト
リ
エ
ン
ナ
ー
レ
の
魅
力
の
一
つ
に
、

「
ま
ち
な
か
」
で
の
ア
ー
ト
展
開
が
あ
る
。
そ

の
拠
点
と
し
て
有
名
に
な
っ
た
の
が
長
者
町
繊

維
街
だ
。
写
真
の
看
板
で
知
ら
れ
る
通
り
の
周

辺
で
今
回
も
様
々
な
作
品
が
展
開
さ
れ
て
い
る
。

故
国
ト
リ
ニ
ダ
ー
ド
・
ト
バ
ゴ
の
カ
ー
ニ
バ
ル

「
マ
ス
」
の
コ
ス
チ
ュ
ー
ム
デ
ザ
イ
ナ
ー
か
ら

キ
ャ
リ
ア
を
ス
タ
ー
ト
し
た
マ
ー
ロ
ン
・
グ
リ

フ
ィ
ス
は
、
パ
レ
ー
ド
の
マ
ス
ク
と
衣
装
《
太

陽
の
う
た
》
を
制
作
。
3
・
11
以
降
の
日
本
の

再
生
と
復
活
を
テ
ー
マ
に
、
不
死
鳥
を
モ
チ
ー

フ
に
し
た
も
の
だ
。
グ
リ
フ
ィ
ス
自
身
、「
パ

レ
ー
ド
を
楽
し
ん
で
ほ
し
い
し
、
マ
ス
ク
と
衣

装
に
込
め
ら
れ
た
生
と
死
、
再
生
の
願
い
を
感

じ
て
欲
し
い
」
と
語
る
。
さ
ら
に
は
、「
名
古

屋
と
い
う
産
業
の
発
達
し
た
都
市
で
、
つ
ま
り

自
動
車
産
業
が
発
達
し
、
道
路
が
碁
盤
の
目
の

よ
う
に
整
備
さ
れ
、
四
角
い
建
物
が
た
く
さ
ん

あ
る
こ
の
都
市
で
、
オ
ー
ガ
ニ
ッ
ク
な
僕
の
作

品
が
ど
の
よ
う
に
映
え
る
か
、
す
ご
く
楽
し
み

に
し
て
い
る
」
と
い
う
（
パ
レ
ー
ド
は
8
月
11
日

と
10
月
19
日
﹇
予
定
﹈
の
2
回
）。

　

ビ
ル
の
壁
面
に
昭
和
27
年
の
電
気
工
事
の
様

子
を
描
い
た
の
は
リ
ゴ
23
。
歴
史
を
引
用
し
た

メ
ッ
セ
ー
ジ
性
の
強
い
作
品
で
知
ら
れ
、
今
回

は
、
昭
和
の
労
働
者
の
姿
を
描
く
こ
と
で
、
戦

後
の
復
興
、
ひ
い
て
は
日
本
の
復
興
を
象
徴
さ

せ
て
い
る
。

　

カ
フ
ェ
「
コ
シ
バ
食
堂
」
と
ギ
ャ
ラ
リ
ー
を

オ
ー
プ
ン
す
る
の
は
、
ザ
・
ウ
ィ
ロ
ウ
ズ
だ
。

「
名
古
屋
は
第
二
の
故
郷
」
と
い
う
奈
良
美
智

が
、
地
元
で
出
会
っ
た
仲
間
た
ち
と
結
成
し
た

チ
ー
ム
で
、
名
物
の
う
い
ろ
う
と
ロ
ッ
ク
バ
ン

ド
「
ザ
・
ハ
イ
ロ
ウ
ズ
」
を
掛
け
合
わ
せ
た
ネ

ー
ミ
ン
グ
。
ビ
ル
の
ガ
レ
ー
ジ
を
改
装
し
て
作

っ
た
会
場
は
大
学
の
文
化
祭
の
よ
う
な
味
わ
い

だ
。
ギ
ャ
ラ
リ
ー
で
は
、
奈
良
が
個
人
的
に
繋

が
り
の
あ
る
ア
ジ
ア
の
作
家
な
ど
の
展
覧
会
を

開
催
す
る
。

長
者
町
エ
リ
ア

白
川
公
園
エ
リ
ア

藤森照信《空飛ぶ泥舟》2010年
「藤森照信展─諏訪の記憶とフジモリ建築」展（茅野市美術館）
での展示風景。撮影＝茅野市美術館

ブラスト・セオリー《The Thing I’ll Be Doing For The Rest 
Of My Life》2013年　漁船は豊浜港から輸送され、白川公園
に隣接する高架下の展示会場にクレーンを使って運び込まれた。
会場では、デッキの上から少年が語る物語を、タブレット端末で
鑑賞する。撮影＝筒口直弘［本誌］

　

栄
エ
リ
ア
の
南
西
に
位
置
す
る
緑
豊
か
な
白

川
公
園
。
こ
こ
に
黒
川
紀
章
設
計
の
名
古
屋
市

美
術
館
が
あ
る
。
こ
の
会
場
を
「
揺
さ
ぶ
る
」

の
は
建
築
家
・
青
木
淳
だ
。
美
術
館
に
新
し
い

空
間
や
動
線
を
取
り
入
れ
て
、ア
ル
フ
レ
ッ
ド
・

ジ
ャ
ー
、
イ
・
ブ
ル
、
ワ
リ
ッ
ド
・
ラ
ー
ド
、

杉
戸
洋
、
青
木
野
枝
な
ど
の
作
品
を
鑑
賞
し
な

が
ら
、
美
術
館
の
見
方
も
変
え
る
と
い
う
コ
ラ

ボ
レ
ー
シ
ョ
ン
を
試
み
る
。

　

ま
た
、
美
術
館
の
屋
外
に
は
、
藤
森
照
信
の

《
空
飛
ぶ
泥
舟
》
が
展
示
さ
れ
る
。

　

公
園
に
隣
接
す
る
高
速
道
路
の
高
架
下
に
は
、

豊
浜
港
か
ら
引
き
上
げ
ら
れ
た
漁
船
が
置
か
れ
、

東
日
本
大
震
災
で
被
災
し
た
漁
師
の
話
に
イ
ン

ス
パ
イ
ア
さ
れ
た
ブ
ラ
ス
ト
・
セ
オ
リ
ー
の
映

像
作
品
を
鑑
賞
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
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打開連合設計事務所《長者町ブループリント》　伏見地下街&地下
鉄伏見駅連絡通路出入口　階段は｢上を向いて歩こう｣の歌の、犬は
｢忠犬ハチ公｣の、天井のハシゴ（青色に塗り替え）は｢銀河鉄道の
夜｣のイメージを託している。いずれも台湾でも人気があるのだそうだ。

（
上
）リ
チ
ャ
ー
ド
・
ウ
ィ
ル
ソ
ン  Plan draw

ing for  《Lane 61

》
2
0
1
3
年

（
下
）青
木
野
枝
《
ふ
り
そ
そ
ぐ
も
の
／
納
屋
橋
》
2
0
1
3
年　

鉄
の
オ
ブ
ジ
ェ
を
張
り
巡
ら
し
た

吹
き
抜
け
の
中
を
客
は
自
由
に
歩
く
こ
と
が
で
き
る
。
作
品
の
中
に
た
た
ず
ん
で
い
る
と
、
素
材
が

鉄
だ
と
い
う
こ
と
を
忘
れ
て
し
ま
い
そ
う
に
な
る
。

　

名
古
屋
市
の
中
心
を
流
れ
る
堀
川
に
か
か
る

納
屋
橋
は
か
つ
て
の
繁
華
街
で
、
い
ま
は
再
開

発
で
注
目
さ
れ
る
ス
ポ
ッ
ト
。
こ
こ
に
あ
る
以

前
は
ボ
ウ
リ
ン
グ
場
だ
っ
た
ビ
ル
、
東
陽
倉
庫

テ
ナ
ン
ト
ビ
ル
が
納
屋
橋
会
場
だ
。

　

こ
こ
で
大
が
か
り
な
イ
ン
ス
タ
レ
ー
シ
ョ
ン

を
試
み
て
い
る
の
は
リ
チ
ャ
ー
ド
・
ウ
ィ
ル
ソ

ン
だ
。
ボ
ウ
リ
ン
グ
レ
ー
ン
と
ピ
ン
が
建
物
の

外
に
飛
び
出
す
と
い
う
作
品
で
、
建
物
の
記
憶

を
呼
び
戻
す
と
い
う
趣
向
だ
。
建
築
や
空
間
に

大
胆
な
介
入
を
し
て
人
々
を
あ
っ
と
い
わ
せ
る

作
品
を
生
み
出
す
こ
と
で
知
ら
れ
る
ウ
ィ
ル
ソ

ン
な
ら
で
は
の
試
み
で
あ
る
。

　

青
木
野
枝
は
、
鉄
と
い
う
素
材
を
使
っ
て
、

重
さ
を
感
じ
さ
せ
な
い
浮
遊
感
の
あ
る
作
品
を

発
表
し
て
い
る
。納
屋
橋
エ
リ
ア
に
展
示
さ
れ
て

い
る
《
ふ
り
そ
そ
ぐ
も
の
／
納
屋
橋
》
は
、
ボ

ウ
リ
ン
グ
場
だ
っ
た
と
い
う
建
物
の
娯
楽
性
を

残
し
た
吹
き
抜
け
空
間
に
、
作
品
を
ま
る
で
テ

ー
プ
の
よ
う
に
張
り
巡
ら
し
た
も
の
。
鉄
板
か

ら
様
々
な
大
き
さ
の
円
を
溶
断
し
て
切
り
出
し
、

ひ
と
つ
ひ
と
つ
溶
接
し
、
数
珠
つ
な
ぎ
に
し
て
、

軽
や
か
な
空
間
を
作
り
出
す
と
い
う
手
法
だ
。

青
木
は
今
回
の
芸
術
祭
で
は
、
名
古
屋
市
美
術

館
や
岡
崎
エ
リ
ア
で
も
新
作
を
発
表
し
て
い
る
。

　

納
屋
橋
会
場
に
は
、
名
和
晃
平
、
片
山
真
理
、

ア
ン
ジ
ェ
リ
カ
・
メ
シ
テ
ィ
、
ク
リ
ス
テ
ィ

ナ
・
ノ
ル
マ
ン
な
ど
の
絵
画
や
彫
刻
、
写
真
、

映
像
な
ど
が
展
示
さ
れ
て
い
る
。

　

打
開
連
合
設
計
事
務
所
は
、
ベ
ル
リ
ン
や
深

圳
で
ブ
ル
ー
プ
リ
ン
ト
シ
リ
ー
ズ
を
手
が
け
て

い
る
台
湾
の
建
築
家
集
団
。《
長
者
町
ブ
ル
ー

プ
リ
ン
ト
》
は
、
昭
和
の
気
配
を
色
濃
く
残
す

地
下
街
に
置
い
た
青
い
階
段
の
モ
チ
ー
フ
に
、

未
来
に
繋
ぐ
架
け
橋
の
意
味
を
持
た
せ
て
い
る
。

平
面
作
品
だ
が
、
ビ
ュ
ー
ポ
イ
ン
ト
に
立
つ
と

実
際
に
階
段
が
あ
る
よ
う
に
見
え
る
作
品
は
5

ヶ
所
。
ま
た
、
地
下
鉄
の
出
入
り
口
も
ブ
ル
ー

に
塗
り
替
え
ら
れ
て
お
り
、
夜
間
は
ラ
イ
ト
ア

ッ
プ
さ
れ
る
。
こ
の
作
品
は
、
ト
リ
エ
ン
ナ
ー

レ
の
後
も
そ
の
ま
ま
残
さ
れ
る
こ
と
が
決
ま
っ

て
お
り
、
伏
見
界
隈
の
名
物
に
な
り
そ
う
だ
。

納
屋
橋
エ
リ
ア

長
者
町
エ
リ
ア・
伏
見
地
下
街

（上）studio velocity
《Wind Scape》2013年　
photo by artist
（下）志賀理江子「螺旋海岸」
2012～2013年　
Courtesy of the artlist

　

今
回
か
ら
新
た
に
加
わ
っ
た
エ
リ
ア
。
旧
三

河
国
の
中
心
地
で
、
か
つ
て
は
城
下
町
・
宿
場

町
と
し
て
賑
わ
っ
た
地
区
だ
。
名
鉄
東
岡
崎
駅
、

商
店
街
の
あ
る
康
生
町
、
か
つ
て
の
花
街
・
松

本
町
の
3
つ
の
会
場
を
巡
る
こ
と
が
で
き
る
。

　

志
賀
理
江
子
は
岡
崎
市
出
身
の
写
真
家
。
仙

台
の
北
釜
地
区
に
移
住
し
、
地
域
の
カ
メ
ラ
マ

ン
と
し
て
町
や
祭
事
、
そ
こ
に
住
む
人
々
を
撮

り
続
け
て
き
た
。
2
0
1
2
年

に
仙
台
で
開
催
し
反
響
を
呼
ん

だ
、
北
釜
で
の
4
年
間
の
試
み

を
包
括
し
た
個
展「
螺
旋
海
岸
」

を
、
今
回
、
志
賀
の
故
郷
で
の

展
示
空
間
に
合
わ
せ
、新
た
な
構
成
で
発
表
す
る
。

　

建
築
家
ユ
ニ
ッ
ト
、studio velocity

（
栗

原
健
太
郎
+
岩
月
美
穂
）
は
、
岡
崎
シ
ビ
コ
屋

上
の
真
っ
白
な
空
間
に
0
・
2
7

mm
の
ポ
リ
エ

ス
テ
ル
糸
を
メ
ッ
シ
ュ
状
に
張
り
め
ぐ
ら
せ
た

大
屋
根
《W

ind Scape

》
を
制
作
。《
瞬
間

を
閉
じ
込
め
る
椅
子
》
と
と
も
に
展
示
し
た
。

岡
崎
エ
リ
ア
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イ
リ
・
キ
リ
ア
ン 『East Shadow

』

C
ourtesy of the artists

photo: Jason A
kira Som

m
a

梅
田
宏
明
『H

olistic Strata

』

C
ourtesy of Yam

aguchi C
enter for 

A
rts and M

edia
photo: 

丸
尾
隆
一（YC

A
M

）

（上）田尾下哲（演出）
（下）安藤赴美子
（蝶 さ々ん）

参考画像：ケーシー・ウォン 
Shanghai Zendai MOMA 
Persona l  Skysc raper 
Workshop　2008
Courtesy of the artist

　

ジ
ャ
コ
モ
・
プ
ッ
チ
ー
ニ
作
曲
の
名
作
オ

ペ
ラ
『
蝶
々
夫
人
』
が
、
カ
ル
ロ
・
モ
ン
タ

ナ
ー
ロ
の
指
揮
と
、
建
築
の
観
点
か
ら
空
間

と
日
本
美
を
意
識
し
た
田
尾
下
哲
の
演
出
に

よ
り
上
演
さ
れ
る
。
伝
統
的
イ
タ
リ
ア
オ
ペ

ラ
と
、
随
所
に
ち
り
ば
め
ら
れ
た
日
本
旋
律

が
見
事
に
融
合
さ
れ
た
美
し
い
音
楽
に
注
目

だ
。
9
月
14
日（
土
）、
16
日（
月
・
祝
）
15

時
開
演
。
愛
知
県
芸
術
劇
場
大
ホ
ー
ル
に
て
。

　

パ
フ
ォ
ー
ミ
ン
グ
ア
ー
ツ
な
ど
の
舞
台

芸
術
の
参
加
は
あ
い
ち
ト
リ
エ
ン
ナ
ー
レ

な
ら
で
は
。
今
回
は
サ
ミ
ュ
エ
ル
・
ベ
ケ

ッ
ト
『
ゴ
ド
ー
を
待
ち
な
が
ら
』
の
初
演

か
ら
60
年
の
節
目
の
年
で
あ
り
、
芸
術
祭

の
テ
ー
マ
「
わ
れ
わ
れ
は
ど
こ
に
立
っ
て

い
る
の
か
」
に
近
い
世
界
観
を
持
つ
ベ
ケ

ッ
ト
的
な
作
品
を
集
め
て
い
る
の
が
特
徴

だ
。
愛
知
芸
術
文
化
セ
ン
タ
ー
小
ホ
ー
ル

を
中
心
に
15
作
品
が
発
表
さ
れ
る
。

　

現
代
の
代
表
的
振
付
家
の
イ
リ
・
キ
リ

ア
ン
は
、
東
日
本
大
震
災
に
心
を
痛
め
た

ひ
と
り
。
ベ
ケ
ッ
ト
の
作
品
『
…
…
雲
の

よ
う
に
…
…
』
か
ら
着
想
さ
れ
た
新
作
ダ

ン
ス
『East Shadow

』
を
彼
の
信
頼

す
る
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
た
ち
と
製
作
し
、
世

界
初
演
す
る
。

　

振
付
・
映
像
・
サ
ウ
ン
ド
全
て
を
一
人

で
創
り
上
げ
る
マ
ル
チ
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
の

梅
田
宏
明
は
、
人
間
の
視
覚
を
歪
め
る
こ

と
で
先
入
観
に
揺
さ
ぶ
り
を
か
け
て
き
た
。

今
回
は
ア
ジ
ア
の
伝
統
ダ
ン
サ
ー
と
最
先

端
の
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
の
共
存
を
試
み
た
グ

ル
ー
プ
作
品
と
自
身
の
ソ
ロ
の
新
作
を
披

露
。

　

ジ
ャ
ン
ル
を
横
断
し
た
舞
台
を
創
り
出

し
て
い
る
A
R
I
C
A
は
、
ベ
ケ
ッ
ト
の

代
表
作
の
『
し
あ
わ
せ
な
日
々
』
を
新
訳

に
て
初
演
す
る
。
ひ
た
す
ら
し
ゃ
べ
り
続

け
る
主
演
女
優
が
埋
も
れ
る
、
小
山
の
よ

う
な
セ
ッ
ト
な
ど
舞
台
美
術
を
ア
ー
テ
ィ

ス
ト
の
金
氏
徹
平
が
設
計
す
る
の
も
見
所

の
ひ
と
つ
だ
。

　

現
代
美
術
や
ダ

ン
ス
、
オ
ペ
ラ
な

ど
さ
ま
ざ
ま
な
ジ

ャ
ン
ル
の
ア
ー
テ

ィ
ス
ト
と
一
緒
に

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

を
楽
し
ん
だ
り
、

自
由
に
自
分
だ
け

の
ア
ー
ト
の
世
界
を
作
る

こ
と
が
で
き
る
キ
ッ
ズ
プ

ロ
グ
ラ
ム
に
参
加
し
て
、

心
と
身
体
を
動
か
そ
う
。

﹇
会
場
：
愛
知
芸
術
文
化

セ
ン
タ
ー
8
階　

入
場・

参
加
無
料
﹈

あいちトリエンナーレ実行委員会事務局
TEL 052-971-6111　http://aichitriennale.jp/

あいちトリエンナーレ2013 
8月10日（土）～10月27日（日）
会場一覧
［名古屋］
●栄エリア　愛知芸術文化センター
住所■名古屋市東区東桜1-13-2
開館時間■10:00～18:00（金曜～20:00）
休館日■月曜（祝日の場合はその翌日）
※8/26、10/15、21は臨時開館
★栄エリアには、中央広小路ビル／オアシス
21／名古屋テレビ塔も。
●白川公園エリア　名古屋市美術館
住所■名古屋市中区栄2-17-25
開館時間■9:30～17:00（金曜～20:00）
休館日■月曜（祝日の場合はその翌日）
※10/21は臨時開館
●長者町エリア　
長者町繊維街／伏見地下街
住所■名古屋市中区錦2内など
開場時間■11:00～19:00（金曜～20:00）
無休
●納屋橋エリア　東陽倉庫テナントビル
住所■名古屋市中区栄1-2-45
開場時間■11:00～19:00（金曜～20:00）

休場日■9月の月曜（祝日の場合はその翌日）、
10/7
［岡崎］
●岡崎エリア
東岡崎駅会場
住所■岡崎市明大寺本町4-70
開場時間■11:00～19:00（金曜～20:00）
休場日■第2・4水曜
康生会場
住所■岡崎市康生通東、岡崎市康生通西
など
開場時間■11:00～19:00
休場日■9/19、10/17
松本町会場
住所■岡崎市松本町
開場時間■11:00～19:00
休場日■9/19、10/17

チケット情報
国際美術展:一般チケット1800円（1枚のチケ
ットで、全ての会場の国際美術展にご入場い
ただけます。購入はプレイガイドなどで）
※パフォーミングアーツ、プロデュースオペラ
はチケット特設サイトでの購入も可能です
http://pia.jp/piajp/a/aichitriennale/

プ
ロ
デ
ュ
ー
ス
オ
ペ
ラ

パ
フ
ォ
ー
ミ
ン
グ
ア
ー
ツ

オープンアーキテクチャーと
『あいち建築ガイド』

「あいちトリエンナーレ2013」では、建
築の視点からまちの魅力を再発見するガイ
ドツアー形式のオープンアーキテクチャー
を開催。川合健二設計の「コルゲートハウ
ス」（豊橋市=写真上）や、愛知県指定文化財
の豪商町屋建築「四間道・伊藤家住宅」（名
古屋市）など、普段は公開されていない個
人住宅を含む15の名建築を見学できる。
　また、『あいち建築ガイド─歩いて楽し
む街ミュージアム』（写真下）は、愛知県内
の魅力的な建造物の見所を紹介した本。あ
いちトリエンナーレ2013芸術監督、五十
嵐太郎監修。（美術出版社発行840円［税込］）

キ
ッ
ズ・
ト
リ
エ
ン
ナ
ー
レ
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